






要約 

乳幼児健康診査(健診)は地域における母子保健サービスの主たる事業として重要であるこ

とは現在、また将来にわたって変わりはないと考えられるが、そのあり方、具体的な方策

については常に検討を行って充実と改善を図る必要がある。このため乳幼児健診システム

について多角的検討を行ったのでその成績を報告する。 

①健診システムについては、まず保健所と市町村の役割分担につきその検討が焦眉の急と

なっており、大都市と農村地域について具体的に検討を実施した。 

②乳幼児期における問題としては親子関係を中心とする心の問題、父親の役割、5 歳児健

診の必要性が幼児期の発達や環境の上から論じられ、とくに小児期からの成人病の予防に

関連して生活指導、食生活指導の必要性が指摘された。 

③地域適合性のある教育システムを提唱し,指導者用教材として「乳幼児健診の実際」のビ

デオを制作した。 

④乳幼児歯科健診のためのマニュアルを作成し、また健診データ処理用ソフトを開発した。 

⑤3歳児健診で視力検査を行うことの必要性を示し、ランドルト環字一つを用い、2.5m で

測定する方法を開発した。また二次健診の内容についても定めた。 

⑥母子保健指導に関し地理的条件、生活環境等から指導内容を分類し、整理した。 

⑦乳幼児健診の場において利用しやすい小型検査器具を工夫し、さらに将来導入を考える

べき診断機器についても考察した。 

⑧乳幼児死亡率等に代わる新しい母子保健指標につき検討し、保健所運営報告の主要情報

のデーターべース化を行って解析した結果、新しい包括的指標の必要性が示された。また

分折の内容から地域別の医療・保健特性の問題点指摘が可能となることを示した。 


